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執筆者紹介(掲載順)

坂出 j笠紀 みよセンター非常勤講師

(山天五寺子大学准教授)

二本松若手子 本センター非常勤講姉

f8-; 悶薬 本学大学院1率二i局後期課程

Harb, Hassan 本学大学院博J二後期課程

編集後記

今号には、戸之本の研究論文と、一本の研究

ノートが緩まった。坂出論文は、中里子主主治・

坂 11安苦手による小林秀雄批判の検討を通じ

て、小林の文体の特告をを明らかにしようとす

る試みであり、筆者の一連の小林秀雄研究を

紋続・発幾させるものと位霞づけられよう。

二本必論文は、調了局家文芸撃の小の下毛野氏の

勝髪、就l' r鷹飼に関する LI伝j を小心に、

下毛野氏の驚術について考察する。公くと言

ってよいほど研究の進んでいない分量l'であ

り、この論文によっても新たに明らかにされ

f日本語・日本文化j 投稿規定

1.資終:本センターまたは関係機関所属教

長(非常勤を含む)及び f日本語・日本

文化j 編集委員会において適fli と認めら

れた答。

2. 1付符:日本語・日本文化等に関する米発

表の研究論文・研究ノート・研究報告書事。

3 体裁:研究論文は 400 字詰原稿用紙 50

枚前後(欧丈は A4 ダブルスペース 30

枚前後)、研究ノート・研究報告は 25 枚

前後(欧文は 15 枚前後)。

4. 要旨・本文和文の場合、在大丈ーによる要旨

(A4 ダブルスペース l 枚)を、欧文の場

合は、和文による要旨 (8∞字程度)を

添付。

5. t采子f: 原稿の採行は fR 本語 'R キよ文化j

編集委員会が決定する。

編集委員

た部分は大きい。筆者の研究の今後において、 締本陵光 佐野 )j有Ií J事 i青11'

地下とき主上との交流など、さらに多くの新事

突が知られるところとなるであろう。徐論文:

は、挨Hi表現におけるタ形式とル形式との使

い分けについて考案写した。状況を細かく分類

する点、作fYUによるのでなく、小説から I決翻・

ブログまで広く肘 19U を渉猟する点、手堅さを

感じさせる論文であり、今後の発展が望まれ

る。ハルブ研究ノートは、日本の近代化をよ

りよく理解するために、，"íß寺の日本の状況を

問時代のエジプトの事例と比較するという、

意欲的な試みである。氏のiiJf究の発展を願う。

これらの論考はいずれも、円本語・日本文

化という大きな枠級みの中で統一?サを持ちな

がら、時代も違えば分里子も大きく異なってい

る。さまざまな時代、さまざまな分野につい

ての研究が進められることは、学問の発展に

とって大いに喜ばしいことである。今後も多

くの研究成果の発表が望まれる。
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